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●説明の要旨 

平
成
２０
年
度
決
算
 

          　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
半
世
紀
が
た
ち
、

近
年
で
は
台
風
に
よ
る
被
害
に
加
え
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
も
多
く
、
７
月
に
は
中
国
・

九
州
北
部
地
方
で
、
８
月
に
は
近
畿
・

四
国
地
方
で
災
害
が
起
き
た
。
一
方
、

静
岡
県
中
部
で
は
震
度
６
弱
の
地
震
も

起
き
る
な
ど
緊
張
が
走
る
事
態
が
頻
発

し
て
い
る
。
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、

「
認
識
」
と
「
備
え
」
の
重
要
性
を
一

層
感
じ
て
い
る
。
「
平
成
２０
年
８
月
末

豪
雨
」
以
来
、
被
災
者
へ
の
対
応
や
損

壊
個
所
の
復
旧
を
行
い
、
さ
ら
に
防
災

ラ
ジ
オ
の
配
付
や
河
川
改
修
を
進
め
、

防
災
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

き
た
。
総
合
防
災
訓
練
も
大
幅
に
見
直

し
、
避
難
に
重
点
を
置
い
た
「
住
民
参

加
地
域
総
合
防
災
訓
練
」
を
市
内
７
会

場
で
同
時
実
施
す
る
な
ど
全
市
一
丸
と

な
っ
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

  　
平
成
２０
年
度
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
始
め
と
し
た
４
つ
の
重
点

課
題
を
含
む
「
安
全
・
安
心
で
活
気
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
予
算
」
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
し
か
し
、
８
月
末
豪
雨
を
始

め
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物
価
上

昇
、
国
内
経
済
の
悪
化
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
数
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
を

編
成
し
、
多
難
な
一
年
と
な
っ
た
が
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
た
適
正
な
決

算
と
な
っ
た
。
 

★
一
般
会
計
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
１
１
１
９
億
６

７
９
３
万
円
、
歳
出
は
１
０
７
２
億
２

２
４
２
万
円
で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事

業
充
当
財
源
を
引
い
た
純
剰
余
金
は
、
 

４０
億
８
８
２
３
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
歳
入
全
体

の
６１
・
２
％
を
占
め
る
市
民
税
の
う
ち
、

企
業
収
益
の
悪
化
に
よ
る
市
民
税
法
人

の
減
収
が
あ
っ
た
も
の
の
、
市
民
税
個

人
が
前
年
度
対
比
１
０
０
・
５
％
と
な

っ
た
ほ
か
、
家
屋
の
新
・
増
築
に
よ
る

固
定
資
産
税
な
ど
の
増
額
、
軽
自
動
車
・

小
型
二
輪
自
動
車
の
登
録
に
よ
る
軽
自

動
車
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
、
市
税
全

体
で
は
１
０
０
・
９
％
と
な
り
、
５
年

連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、

国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
合
わ
せ

た
歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
対
比
９５
・

４
％
と
な
っ
た
。
 

　
歳
出
は
、
４
つ
の
重
点
課
題
の
う
ち
、

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

公
共
施
設
な
ど
へ
の
緊
急
地
震
速
報
の

一
次
配
備
や
、
東
消
防
署
形
埜
出
張
所

の
建
設
に
加
え
、
消
防
二
輪
車
の
配
備

な
ど
消
防
防
災
体
制
の
強
化
を
、
「
都

市
基
盤
の
整
備
」
で
は
、
東
岡
崎
駅
周

辺
地
区
整
備
推
進
事
業
及
び
藤
川
地
区

整
備
推
進
事
業
の
第
一
歩
と
な
る
基
本

設
計
や
周
辺
道
路
の
測
量
設
計
の
着
手

や
、
岡
崎
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
と

し
て
駅
前
広
場
の
整
備
や
道
路
築
造
な

ど
を
、
「
子
育
て
支
援
」
で
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
制
度
の
拡

大
や
、
げ
ん
き
館
で
の
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
な
ど
の
子
育
て
家

庭
の
負
担
軽
減
や
環
境
整
備
を
、
「
教

育
文
化
の
振
興
」
で
は
、
図
書
館
交
流

プ
ラ
ザ
を
オ
ー
プ
ン
し
管
理
運
営
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
ほ
か
、
小
中
学
校
の
校

舎
の
耐
震
補
強
の
設
計
及
び
工
事
を
進

め
る
な
ど
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
。
歳
出
全
体
で
は
前
年

度
対
比
で
９５
％
と
な
っ
た
。
 

★
特
別
会
計
　
 

　
１８
会
計
あ
る
特
別
会
計
で
は
、
全
体

の
歳
入
決
算
額
は
８
３
３
億
７
３
１
６

万
円
、
歳
出
決
算
額
は
８
２
８
億
５
４

６
９
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越

事
業
充
当
財
源
を
引
い
た
純
剰
余
金
は
、

３
億
６
２
６
９
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
下
水
道
特
別
会
計
で
は
、
公
共
下
水

道
普
及
率
が
６
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

８２
・
３
％
と
な
っ
た
。
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
始
め
と
す
る
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
前
年
度
対
比
で
減
額
と
な
っ
た
。

新
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
で
は
、
歳
入
は
２７
億
１
１
８
万
円
、

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
を
含
む
歳
出
は
 

２６
億
８
７
７
９
万
円
の
決
算
と
な
っ
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
の
増
に
よ
り
保
険
給
付

費
が
伸
び
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
増
額

と
な
っ
た
。
 

★
企
業
会
計
 

　
企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会
計
は
、

外
来
患
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
入
院

患
者
数
は
増
加
し
、
６
億
５
７
３
０
万

円
の
純
損
失
と
な
り
前
年
に
比
べ
赤
字

幅
が
５
億
４
８
６
万
円
縮
小
し
た
。
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
市
民
の
健
康

を
守
る
病
院
と
し
て
、
信
頼
に
応
え
、

健
全
経
営
に
努
め
て
い
く
。
 

　
水
道
事
業
会
計
は
、
有
収
水
量
の
減

少
に
よ
る
収
入
の
減
は
あ
っ
た
も
の
の
、

９
億
７
０
７
６
万
円
の
純
利
益
と
な
っ

た
。
今
後
も
、
公
営
企
業
と
し
て
経
済

性
、
効
率
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
安

定
安
全
給
水
に
努
め
て
い
く
。
 


